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登録リスト（該当：691件）
  ≪  1  2  3  4  5  6  7  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 洪水対策（１）]	洪水対策（１）	明治１５年になるとどこで洪水が起きるのか、実際に起きた際の被害について調べられた。こういった取り組みは、洪水被害を食い止める第一歩だといえる。

洪水調（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0622101800	2023-01-18
	2	[image: 洪水の記録]	洪水の記録	災害といえば、洪水も置いておけないものである。洪水は、地震の土砂崩れの影響でも起きるが、本来台風や大雨など比較的起こりやすい自然状況で発生するので災害頻度的にはかなり危険な部類の災害となる。写真の歴史書ではその被害についての苦しさについて書かれている。

松代町地誌略（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104131933	2023-01-18
	3	[image: 浅間山噴火と江戸幕府]	浅間山噴火と江戸幕府	浅間山噴火の際、奉行所などの幕府側も大いに焦り、なんとか被害を最小限にしようと動いていた痕跡があります。それがこの写真の届書などです。

御觸並廻状類[写]（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02OD5020290200	2023-01-18
	4	[image: 浅間山噴火の被害の歴史]	浅間山噴火の被害の歴史	浅間山が噴火したのは１９０９年だけではありません。江戸時代、１７８３年にも噴火しており、２０００人の被害と飢饉を招き、さらに多くの死者を出すこととなりました。

浅間山焼候節書附（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104168133	2023-01-18
	5	[image: 浅間山噴火の記録]	浅間山噴火の記録	長野県の災害は地震だけでなく火山の噴火被害も大きな災害といえます。実際に１９０９年には浅間山が噴火し大きな被害をもたらしました。写真はその記録書になります。

浅間山噴火記録及焼岳踏査報告書（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0101915171	2023-01-18
	6	[image: 地震を元にした民謡本]	地震を元にした民謡本	これは逆に地震の被害を文字で伝えるのではなく、歌や音楽にして伝えようと作られ、編纂された少し変わった民謡本です。このようなものが作られていることから当時の民衆にとっても忘れるに忘れることができない地震であったことが推察できます。

志ん板地震くどきぶし　上・下（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104167994	2023-01-18
	7	[image: 凄惨な記録書（２）]	凄惨な記録書（２）	これも当時の被害状況やどういった死因が多かったなどの具体的なことが書かれた記録書になります。

新板地震口説（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104168109	2023-01-18
	8	[image: 凄惨な記録書（１）]	凄惨な記録書（１）	これは、同じく善光寺大地震の記録ですが、より村人視点、つまり被害者目線に感情移入できるように書かれている記録書になります。

震洪鑑（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104167887	2023-01-18
	9	[image: 水害・火災についての地図]	水害・火災についての地図	これは、先ほどの洪水被害と同時に起きましたが、別の地域の被害情報です。火災についての被害も書かれています。

善光寺大地震火災水難地方図　木版2枚（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621001000	2023-01-18
	10	[image: 山崩れが引き起こす洪水]	山崩れが引き起こす洪水	これは、山崩れが起きたことで川が塞き止められ洪水を引き起こし、村などを飲み込んだ時の絵です。おおよその死者は２７０人にものぼると記録にあります。

信濃国大地震犀川出水絵図（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02MP0104172564	2023-01-18
	11	[image: 地震で引き起こされた二次被害]	地震で引き起こされた二次被害	これは、善光寺大地震の際地震の影響で山崩れまでもが連続して起きてしまった記録です。

善光寺大地震岩倉山崩れの図　写（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621000900	2023-01-18
	12	[image: １８４７年代の地震が起きた場所の記録書]	１８４７年代の地震が起きた場所の記録書	これは１８４７年に制作された記録書であり、善光寺大地震の記録などの地震についての長野県の被害や情報を確認することができます。

地震場所書上（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/library/02BK0104167937	2023-01-18
	13	[image: 善光寺大地震災害(地方図）]	善光寺大地震災害(地方図）	過去には善光寺に大地震が到来したことがあります。この写真はその時の善光寺大地震のことを地図に表したものです。



善光寺大地震災害地方図　写（信州デジタルコモンズ）
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03OD0621000700	2023-01-18
	14	[image: 実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]	実践講座１：地域資料活用によるキュレーション講座[第３回]
　皆さんのキュレーション披露会

★講座「皆さんのキュレーション披露会」129分
。

講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
コメンテーター：
　小平千文（上田小県近現代史研究会会長）
　桂木　惠（上田小県近現代史研究会事務局長）

【講座タイムテーブル】
13:00 講座解説（前川道博）
13:30 皆さんのキュレーション披露会、意見交換、Q＆A(途中休憩あり)
16:00 終了
16:30 デジタルアーカイブクリエータ認定（希望者対象）

《キュレーション紹介》公開できる成果をリストアップしました
	鈴木さん／諏訪湖のスケート[LINK](下記メディアクリップ収録)
	長沼さん／一代交雑

	2023-01-14
	15	[image: 上田市マルチメディア情報センター]	上田市マルチメディア情報センター	上田市マルチメディア情報センターは、長野大学の少し上に位置している、情報化を総合的に支援する環境が整っている施設である。

●施設・概要
学生は無料で使用できる学習スペース、３Dプリンターがあり、アニメや映画などを２５０作品以上見ることができるPCが置かれていた。また子供や大人も活用できる学習空間がある。
他には教育支援や無線LAN有線LANの管理など地域にも貢献している施設である

●上田資料映像鑑賞
上田市の50年前の資料映像を見させていただいた。
そこでの貴重な映像を紹介する。

●「上田つむぎ」信越放送　1964年1月16日放送／上田紬／私たちの周辺
人手を要する養蚕は機械化をする必要はあるが、あまりにも機械化をしてしまうと伝統が欠如してしまう可能性があるとのこと。
手織りのものは個人に合わせて作	2023-01-12
	16	[image: 一次資料としてのminiDV]	一次資料としてのminiDV	これまで社会活動はビデオ映像に記録をしてきました。蚕都上田プロジェクトを始めたのは2008年のこと。当時の記録媒体はもっぱらminiDV(小型ビデオカセット)です。それから15年が経過し、当時は現役で活動された方もご高齢になったりお亡くなりになったり、社会の状況・様子も変遷し続けてきています。miniDVは個人的には1997年以来使い続け、記録テープは1000本を超えます（数えたことはありませんが）。

テープ媒体の問題は再生しないことには記録映像にアクセスできないこと。さらにはこれらの媒体がいつまで再生可能かの保証はなく、テープ媒体の経年劣化の問題、再生機器の保全の限界の問題と重なり、ある時期に全てをデジタル化しデジタル保存しておかないと取り返しがつかないことになります。

この年末年始、デスクワークの片隅でパ	2023-01-10
	17	[image: 2023元日の上田]	2023元日の上田	2023年の元日は晴天に恵まれ、塩田平にある生島足島神社へ初詣に出かけました。いつも見慣れている風景ながら、「上田とはどんなところか？」、改めて眺め直してみました。

上田からは烏帽子岳が最もよく見えます。何よりも烏帽子状の山容が美しい。

次に美ヶ原、深田久弥が「日本百名山」に選んだ山の一つ。山の頂は起伏が極めて少なく平坦に長く続き、これが一つの山とは認知しがたいぐらいに「控えめ」な佇まいをしています。地元の人は美ヶ原とは呼ばず「うつくし」と呼びます。山頂はほぼ平坦ながらわずかばかり高く見える山頂にテレビ塔がいくつも立ち並んでいます。美ヶ原はこのテレビ塔の存在がアクセントとなり不思議に美しい。

小牧山は地元の人々もそれが何山かを意識することなく存在している超低山です。この地点は地	2023-01-03
	18	[image: 別所温泉　　（四）　第１４２]	別所温泉　　（四）　第１４２	最初は何度読んでも理解できなくて、この中に脅迫文でも描かれているのかと思ったのですが、よく見たら右から読む形態の文で少し驚いた。
この記事だけではなく様々なところで右から読む文を見つけて時代を感じた。
また、部落ニュースや歌など現代にはあまり耳なじみのないテーマを扱っている割に、この記事は別所温泉という身近なものを見つけて、近いようで遠い存在だと感じた。

参照元↓
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns11_181to204.pdf
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-22
	19	[image: おまるのめのひ　（六）第１８１]	おまるのめのひ　（六）第１８１	不思議な日記を読んでいるようでした。昔の言葉なのに全部ひらがなで書いてあるのが面白いなと思いました。今の新聞でいうとあんずちゃん的な位置にある子供用の文章なのかと思いました。
私が子供だったらきっとこの文を読まずに外に遊びに行っているだろうなと思います。


参照元↓

https://mmdb.net/mlab/uedagaku/pdf/nishishioda/ns11_181to204.pdf
https://mmdb.net/mlab/uedagaku/jpg/nishishioda/p1261.jpg	2022-12-22
	20	[image: d-commons.net考察 その5 「記事」と「マイサイト」 言葉の融和]	d-commons.net考察 その5 「記事」と「マイサイト」 言葉の融和	前回に引き続き、UIの考察についてである。
前回 d-commons.net考察 その4 デザインと迷子

このd-commons.netでは、記事の投稿者名をクリックすると「〇〇のサイト(所謂マイサイト。〇〇には投稿者名が入る)」という場所へ飛ぶ。
マイサイトでは、投稿者の成果物が閲覧可能であり、アーカイブとしての役割を持つ。

個人的には「〇〇のサイト」の「サイト」という表記は一瞬で理解しにくく、自分がどこへ飛んでしまったのか分からなくなると感じた。少なくとも、自分が初めて投稿者名をクリックした時、信州上田デジタルマップではなく別のサイトへ飛んでしまったのかと混乱した事がある。
(別ウィンドウで表示されたため余計に混乱したという事情もある)

これは「サイト」という言葉と「アーカイ	2022-12-22
	21	[image: 蚕のさなぎ]	蚕のさなぎ	「みんなでつくる信州上田デジタルマップ」「蚕の蛹：食用」より転載
https://d-commons.net/upload/4/567/original/011720.jpg

イナゴの他にカイコも！
さなぎから油を取るとも聞いたことがあります。	2022-12-17
	22	[image: 文楽『本朝廿四考』を観る]	文楽『本朝廿四考』を観る	★国立劇場

2022/12/06、国立劇場小劇場に文楽を観に行きました。前回の文楽鑑賞は05/20、『競伊勢物語』を国立劇場小劇場で。2022年は２回ながら文楽を観る機会に恵まれました。

国立劇場が建て替わるということで現在の国立劇場のさよなら公演が続いています。これもさよなら公演の一つ。初日に行ってきました。

『本朝廿四考』は中国の『二十四孝』にならい、本朝（わが国）の孝行に優れた人物を採り上げた物語という意味合いかと思います。その詮索はともかくとして、奇想天外で度肝を抜く物語でした。

歴史上、信州でたびたび戦いを繰り広げた上杉謙信と武田信玄、武田信玄の子武田勝頼、上杉謙信の知将・山本勘助、信州の武将・村上義清らが歴史上の人物というよりは、自由に創作された物語	2022-12-12
	23	[image: d-commons.net考察 その4 デザインと迷子]	d-commons.net考察 その4 デザインと迷子	初めて信州上田デジタルマップを使った時の感想は「自分の現在地が分かりにくい」だった。

d-commons.netでは、トップページである親サイトと特定のユーザーの成果物を閲覧できる子サイト(以下マイサイト)で分類されており、親サイトから登録されている記事を検索し、気になった投稿者の成果物をもっと見たい場合はマイサイトへ飛ぶ、というのが主な流れである。流れとしては分かりやすいものだが、まだ洗練されていない部分は幾つか存在し、分かりにくさや混乱を産んでいるように思える。

例えば、記事から投稿者名をクリックすると、別タブで投稿者のマイサイトが表示される。この動作はごく自然のものだが、問題は親サイトとマイサイトのUIやデザインが統一されており、区別がつきにくい事である。
これにより、マイサイトへジャンプ	2022-12-09
	24	[image: 蚕の蛹：活用考察①]	蚕の蛹：活用考察①	この写真は無印良品で販売されている、コオロギを練り込んだせんべいです。
私自身は食べたことはありませんが、コオロギの味があまりしなかったり見た目もマイルドで手に取りやすいという評判を聞いたことがあります。
信州で昆虫食が誕生した歴史として、冬場のタンパク質として食べられていたことが由来だと言われているため、見た目の問題を改善できればスーパーフードになり得るだろうと考えています。	2022-12-05
	25	[image: 蚕の蛹：食用]	蚕の蛹：食用	蚕の蛹を佃煮にした物です。
信州ではイナゴや蜂の子など昆虫食が豊富で、中でも佃煮は典型的な調理法です。
見た目のインパクトが強く虫嫌いな人には受け付けない一品だと思うので、広く浸透させるには工夫が必要だと感じました。	2022-12-05
	26	[image: 受け継がれる蚕都の伝統]	受け継がれる蚕都の伝統	　今でも養蚕が盛んだったころのまま姿を残す建物がある。上田蚕種株式会社の建物である。
　また一方で、新しい施設に「サント(蚕都)」と名付けられた例もある。「上田市交流文化芸術センター サントミューゼ」はホール、美術館の他に交流芝生広場があり住民の憩いの場となっている。	2022-12-01
	27	[image: 上田紬]	上田紬	　現代でも蚕の繭から紡ぐ紬は上田紬というブランドで親しまれている。着物だけでなく、ストールやがま口などの小物、アクセサリーにもなり人々の暮らしを彩っている。上田紬を身につけているとなんだか心が安らぐ気がする。	2022-12-01
	28	[image: 信州で養蚕が盛んなワケ]	信州で養蚕が盛んなワケ	　なぜ長野県で養蚕が盛んになったのだろうか。
　蚕を育てるには桑の葉が必要だ。その桑を栽培するのに信州の山がちな土地は適していたのだ。日当たりがよく、水はけがよいという条件が揃っていたため桑の栽培が進み養蚕業の発展につながった。	2022-12-01
	29	[image: 上田の養蚕]	上田の養蚕	　他県よりずば抜けて養蚕が盛んだった長野県の中でも上田は特に養蚕業で栄えていた。
　それは、千曲川の恩恵によるものである。上田盆地は桑の栽培に適していただけでなく、年間降水量が少ないことで蚕の飼育にも適していた。上田は、蚕の餌となる桑の栽培にも、蚕の生育にも適した土地であるという要素が重なって生まれた”蚕都”なのである。	2022-12-01
	30	[image: 上田市と大正ロマン]	上田市と大正ロマン	上田市には柳町以外にも旧常田館製糸場、上田蚕種会館、信州大学繊維学部講堂など蚕都を感じさせる建築物が多く残っている。また、市には、このような建物以外にも別所温泉周辺の旅館や施設、またみすずあめの飯島商店、上塩尻など「大正ロマン」あふれる街並みが多く顕在しており、最近では上田を紹介する際にも「大正ロマン」というワードが使われているように感じる。これを活かし、町のデザインや都市開発につながってほしいと考える。	2022-11-30
	31	[image: 信州は蚕糸王国]	信州は蚕糸王国	　上田が蚕都という前に、長野県が蚕糸王国と呼ばれるのにはどんな所以があるのだろうか。
　それは、長野県は約130年前から他県から群を抜いた生糸生産高があったことに由来する。1893～1930年の間、長野県に次いで生糸生産高の高い愛知県の数字の約2倍を常に記録していた。
　また、蚕種生産高でも他県を圧倒していた。	2022-11-30
	32	[image: 地元から信州上田学へ]	地元から信州上田学へ	群馬県には上田市と同じように養蚕の歴史があり製糸業が盛んであった点で共通している。群馬には世界遺産に登録されている富岡製糸場があるため認知されているが上田市にはそれがない。そのため養蚕の歴史を知ってもらうことこそが蚕都上田の未来を考えるうえで重要になってくると思う。	2022-11-30
	33	[image: 前橋蚕糸記念館②]	前橋蚕糸記念館②	繭から糸を取り出す際古くは口の中に繭を含み糸を引き出したという。やがて繭を煮て手繰る「手繰り」が始まりそれを小枠にに巻き取っていた。江戸時代後期には歯車を用いて小枠を回転させる座繰が発明され１８５７年に高橋邦七によって弓のついた座繰（上州座繰）が発明された。上州座繰は県内だけでなく信州方面にも広く普及されていた。	2022-11-30
	34	[image: そばが有名なワケ]	そばが有名なワケ	長野県といえば信州そばというほどに、そばは長野県の代表的な郷土食です。
郷土食として根付いたのは、やはり各地でそばが栽培されてきたことにあります。

冷涼な気候や狭い土地など、米や小麦が栽培しづらい高冷地に適した農産物として育てられてきたのがそばでした。

そのはじまりを調べると、多く登場するのが山岳修験道の開祖で、奈良時代に活躍した役小角（えんのおづぬ）です。
役小角ら修行僧が携行食としていたそばの実を村人に伝え、栽培方法とともに広がったという伝説が各地に残ります。

昼夜の寒暖差が大きい長野県では、澱粉がしっかりと熟成したおいしいそばを育てることができます。
そばは、主にそば粉と水からつくられるものです。
そして茹であがったそばは冷えたたっぷりの水でぎゅっと締められます。
いま	2022-11-30
	35	[image: 上田市発祥の美味だれ]	上田市発祥の美味だれ	美味焼き鳥は長野県の上田市発祥のご当地グルメ。
すりおろしたニンニクが入っている醤油ベースのたれをかけて食べます。
2010年に信州上田の食文化を表現していこうと市民によって「美味だれ」と名付けられました。
「おいだれ」はもともとあった方言で、「おまえたち」という意味があります。
そこに「美味しいタレ」と後から追ってかける「追いかけるたれ」という意味を語呂合わせて「美味だれ」となったそうです。	2022-11-30
	36	[image: 蚕糸王国信州ものがたり]	蚕糸王国信州ものがたり	今回上田の蚕糸業について調査していく中で、信州上田学の講義内でも取り上げられていた「蚕糸王国信州ものがたり　阿部勇編著」を大学図書館にて発見した。蚕糸業の変革から詳しい解説、ポスト蚕糸業についてなど、事細かにわかりやすく書いてある。ぜひ一度手に取って読んでいただきたい。	2022-11-30
	37	[image: 繊維学の転換]	繊維学の転換	上田市に立地する信州大学繊維学部、源流を辿ると1910年の上田蚕糸専門学校から始まる。当初は蚕糸や紡績業に関しての研究、教育を目的としていた。現在では繊維を広義に捉えて、炭素繊維やファイバー工学の研究へと転換している。	2022-11-30
	38	[image: 別所線再生支援の取り組み②]	別所線再生支援の取り組み②	　別所線では温泉駅前に移転した日帰り温泉施設あいそめの湯に併せ、別所線往復乗車券と入浴券をセットにしたお得な切符を販売されています。他にも一日フリーきっぷ、外湯入浴券付き切符、別所線・信州上田レイライン線電車・バスフリーきっぷなどがあります。
また、別所線の上田駅から別所線までの11．6㎞のうち、下之郷から別所温泉まではまるでレイラインに沿っているかのように見えることから、信州上田レイライン線の時刻表が上田駅にも張られている様子を見かけました。
地域の特性を最大限に活かすための鉄道の運営が盛んにされており、それが地域活性化や別所線再生支援にもつながっていくと思います。	2023-01-22
	39	[image: 安楽寺　八角三重塔]	安楽寺　八角三重塔	八角三重塔は信州最古の禅寺であり、この塔の特徴は日本で唯一の木造八角塔で、国宝として長野県で最初に指定されました。しかし、創建年代は不詳だそう。一番下の屋根は裳階(もこし)と言われるそうです。	2022-11-30
	40	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	蚕都が由来であるサントミューゼを訪れました。
とてもきれいで素敵な雰囲気の建物でした。再び訪問してみたいと思いました。	2022-11-30
	41	[image: 上田蚕種協業組合事務棟]	上田蚕種協業組合事務棟	上田蚕種株式会社の事務棟として大正6年に完成し、建物はほとんど改変されていないそうです。正面は左右対称の構成となっており、木造二階建てで屋根は瓦葺きの建物です。
文化庁の登録有形文化財にもなっています。とても歴史を感じる建物でした。なぜ、改変されずに当時の姿をとどめていられているのか疑問に思いました。	2022-11-30
	42	[image: 四階繭倉庫]	四階繭倉庫	干繭倉として建てられた。東西には窓が一つもなく、通し柱がなく繭の保管や作業に考慮した造りになっています。壁に雨がかからないように、各界部分に下屋がついていました。	2022-11-30
	43	[image: 蚕の神様]	蚕の神様	蚕やさなぎ、繭までをかじり荒らす鼠は養蚕を悩ませてきました。鼠駆除のために猫を飼う一方、蚕が良い繭を作ってくれるように猫にまつわる様々な祈願をしました。上田地域周辺では「唐猫さま」と呼ばれていたり、「猫瓦」と呼ばれる猫耳状の二つの角が出ている屋根もあるそうです。
常田館製糸場内の展示にも四匹の猫を見つけました。現在身近な存在である猫が神様として祀られていることが興味深かったです。	2022-11-30
	44	[image: 五階鉄筋繭倉庫]	五階鉄筋繭倉庫	出火全焼のために建て替えられた、鉄筋コンクリート造りの五階建て建築物です。木造五階建繭倉とは異なり、干繭倉として建てられたもので、入り口は両開きの鉄扉が使用されています。階高も約240～345㎝と木造より高くなっており、繭の乾燥に優れた造りになっていました。	2022-11-30
	45	[image: 常田館製糸場　見学]	常田館製糸場　見学	現笠原工業株式会社の常田製糸場は80年余りにわたって生糸の製造がおこなわれていました。構内には建物15棟が現存しており、うち7棟が国の重要文化財に指定されています。
この写真は五階繭倉庫です。多窓式繭乾燥・保管のための生繭倉庫として建設されました。製糸方法の変化に伴い、繭の保管・乾燥という目的から品質向上を目的とした干繭倉に改造され、小窓の多い造りになっている。	2022-11-30
	46	[image: 信州大学繊維学部]	信州大学繊維学部	信州大学は明治43年1910年設立の旧制上田蚕糸専門学校を前身とする日本唯一の繊維学部である。この上田蚕糸専門学校は蚕糸に関する最初の高等教育機関であり、長野県下初の官立学校として設立された。
この繊維学部は信州大学設置の昭和24年1949年と同時に設置された。その後も多様な学科が設置され、全国からたくさんの学生が集まる大学である。	2022-11-29
	47	[image: 別所線のれいんどりーむ号]	別所線のれいんどりーむ号	　別所線の車両についてです。
別所線は側面に丸窓を持つ丸窓電車が走っていたこで知られ、丸窓は路線を象徴する特徴になっています。
平成17年2月には丸窓ラッピング電車の愛称が募集され、全国から250通の応募をもらいました。選考した結果、多くの人に夢を与えながら、ずっと走り続けて欲しいという思いからまるまどりーむ号になり上田駅で命名式が行われました。
　現在では、信州上田日本遺産のラッピングがされたれいんどりーむ号も運用されている様子を見ることが出来ます。上田市の日本遺産のデザインとして、塩田平の歴史・文化の一つである雨乞いの儀式にちなんだ、塩田平に進む龍が表現されています。鉄道に親しみが持ちやすい愛称を募集したり、地域にちなんだデザインがされたりしている様子から地域住民に密着した鉄道だ	2022-11-29
	48	[image: 蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー]	蚕都としての上田　ー常田館製糸場見学をうけてー	私は県外から進学してきました。養蚕と聞いて思い浮かぶのは、やはり富岡製糸場でした。
しかし、信州上田学の講義の中で、上田の蚕都としての歴史に触れ、現代に残る歴史を広くアピールする必要があると思いました。
養蚕業全盛期から、衰退してからの長野県の主要産業への流れや、背景にある気候や地域性などをアピールすると良いのではないかと感じました。
常田館製糸場を見学し、当時の人々に養蚕が身近なものであり、工夫の詰まった産業であったことを学びました。
後世へ伝えていくには、このようなデジタルアーカイブは特に重要な役割を果たしていくように感じます。	2022-11-29
	49	[image: 猫瓦]	猫瓦	蚕種で栄えた上塩尻地区では猫瓦というものが多く見られます。
猫瓦とは、名前の通り猫の顔のような形をしておりおまじないとして、屋根につけたものだと言われています。
養蚕農家などによく見られていて、蚕を狙うネズミを寄せ付けないように猫瓦がつけられたそう。
現在でも、上塩尻地域で見ることが出来ます。	2022-11-29
	50	[image: 手織り　上田紬　小岩井紬工房]	手織り　上田紬　小岩井紬工房	上田紬は、400年ほど前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりと言われています。上田の気候や風土が養蚕に適していたことで、江戸時代には日本三大紬の一つとなりました。
上田紬の特徴は、丈夫なことです。この小岩井紬工房さんは創業以来手織り一筋で、上田紬独自の丈夫でしなやかな風合いを織りつむいでいます。
小岩井紬工房さんでは、工房見学、花瓶敷織体験、着尺や帯、小物の販売をしています。ぜひ行ってみてください！	2022-11-28
	51	[image: 信州上田道しるべ]	信州上田道しるべ	歩いたところにあった信州上田道しるべと石碑です。こういったものの前で足を止めると、行ってみたい場所が新しく出てきたりこんなに歩いたのかと実感できたりします。	2022-11-27
	52	[image: 旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）]	旧上田蚕糸専門学校（信州大学繊維学部）	旧上田蚕糸専門学校は1910（明治43）年に設立しました。信州大学繊維学部の講堂が登録有形文化財として保存されています。この建物は蚕糸にちなんだ桑・繭・蛾の意匠が内部の各所に付けられていることが特徴です。	2022-11-27
	53	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	笠原工業に残る製糸工場の遺産は、「蚕都」とうたわれた上田地域の製糸工場に関連する倉庫群や建造物が、セットとして残っていることにその価値が集約されています。製糸場道構では、この常田館は民営で、イタリー式製糸を行っており、日本の近代製糸業を語り対比する上で欠かすことのできない遺産です。繭倉庫は、南乾燥機が発達した時代の倉庫までの変選が歴然と残り、学術的にも貴重な近代化道産として指定されました。	2022-11-25
	54	[image: みすゞ飴店舗]	みすゞ飴店舗	土蔵は明治27年に建てられた繭蔵です。上田駅から出荷される蚕の繭を一時的に集積されるために建てられました。当時多くあった繭蔵は、やがて蚕業の衰えと共に壊されてしまいました。蚕都だった当時の上田を伝える貴重な産業遺産として今も大切に保存されています。	2022-11-24
	55	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼは、上田市立美術館と上田市交流文化芸術センターから構成される複合型文化施設です。
サントミューゼの『サント』は蚕都上田、『ミューゼ』は蚕都の女神という意味があります。また、「ひと」「まち」「文化」の3つの「サン」、そして太陽の「サン」をイメージし、施設を盛り立てる音楽や美術館にも関連しています。このように、上田市の歴史と文化を想起させてくれる由来となっています。	2022-11-24
	56	[image: 蚕神の像「繭の女神」]	蚕神の像「繭の女神」	中村直人さんから贈られ、正面の水飲み場の上に飾られたのが、蚕神の像です。蚕都上田の残像によせる上田・小県地方の人々の心を現したのが、手に繭を捧げる、この女神だったのでした。	2022-11-24
	57	[image: 常田館製糸場へ見学]	常田館製糸場へ見学	信州上田学で触れた養蚕の歴史を掘り下げるため、常田館製糸場へ見学へ行きました。
道中、「蚕影町の由来」という看板を見つけ、思わぬところで蚕都の面影を感じることになりました。	2022-11-24
	58	[image: みすゞ飴本舗②]	みすゞ飴本舗②	みすゞ飴本舗出入口の階段には、この建物が変化していった様子が記されています。
通りすがりにも、ここで蚕都の歴史に触れることができます。	2022-11-17
	59	[image: 上田の食文化④ 〜お酒編〜]	上田の食文化④ 〜お酒編〜	自分のバイト先でも上田の地酒をたくさん扱っていて、観光客の方もよくいらっしゃるので上田の地酒のオススメを聞かれます。
まだ未成年なので飲むことはできませんが、20歳になったら飲み比べたりして味わってみたいです。
ちなみに、この亀齢という銘柄のお酒の中でもたくさんの種類があり、海外向けの種類もあるそうです。このお酒に合う料理は、そばだそうです。信州っぽくて、いい嗜み方だと思います。	2022-11-17
	60	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)[終了]	令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
佐藤家住宅・旧佐藤宗家/藤本蚕業歴史館見学会

蚕種の里とも呼ばれた上田市上塩尻に残る全国的にも希少な蚕種製造施設/蚕種製造民家を見学し、建物に触れながら建築上の特色や歴史的背景などを学び、地域づくりに活かしていきます。見学会の様子をデジタルアーカイブ化し、全国に向けても情報発信する機会とします。

【見学内容】佐藤家住宅(三ツ引)(2021年国登録有形文化財登録)、旧佐藤宗家(蚕室２
棟と邸宅跡)、藤本蚕業歴史館(旧藤本蚕業社屋)を見学。藤本蚕業歴史館展示室を事前開放。
【日時】2022 年 10 月 29 日(土) 14:00～16:00 雨天決行 （歴史館の事前見学 13:00～）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェ	2022-11-14
	61	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	明治27年に上田倉庫株式会社の蚕繭集積倉庫として建築され、蚕繭出荷の前線基地として活躍した繭倉の一つです。
蚕都上田が盛んだった当時は数十棟の繭倉が上田駅前に軒を連ねていましたが、終戦後は生糸関連産業が急速に衰退し、昭和30年代から40年代前半にかけて次々と取り壊されていきました。
昭和45年、飯島商店（現在のみすゞ飴本舗）が諏訪倉庫から2棟の繭倉を購入し、現在も飯島商店事務棟・作業棟であるとともに、当時の蚕都上田について知ることができる貴重な産業遺産になっています。	2022-11-13
	62	[image: 笠原工業常田館製糸場]	笠原工業常田館製糸場	平成24年12月28日　旧常田館製糸場施設が重要文化財として指定。
平成22年2月17日　笠原工業常田館製糸場が上田市指定文化財に指定。

明治33年（1900年）に笠原房吉によって「常田館製糸場」（屋号は〇二）は創業しました。明治以降、日本の生糸は輸出世界一の座を占有してきました。生糸の性状は原料である繭の影響を直接受けて変化します。国内最高層の木造5階建て繭倉庫、大正時代末の鉄筋コンクリート5階建て倉庫群などによって、年間を通して均等な生糸を生産した常田館製糸場は学術的にも貴重な文化財になっています。	2022-11-13
	63	[image: 小岩井紬工房さん]	小岩井紬工房さん	今回、小岩井紬工房さんで工房の見学と上田紬についてお話を伺いました。
小岩井紬工房さんは上田紬の伝統である縞・格子柄のほかに、上田市ならではの信州上田産のりんごの樹皮を用いて染めた林檎染や上田城跡公園の桜で染めた桜染など様々な種類の上田紬が販売されています。
また、着物や帯だけでなく現代のニーズに合わせて上田紬のネクタイやカードケース、ハンドバッグなども販売されています。

工房見学だけでなく、花瓶敷織り体験（所要時間40分・2500円）、『織りの休日倶楽部』など実際に制作を体験することもできます。詳しくは小岩井紬工房HPをチェック！	2022-11-13
	64	[image: 上田紬の歴史・特徴]	上田紬の歴史・特徴	上田紬は今から約400年前、真田昌幸が上田城を築城した際に地場産業として奨励した真田織が始まりだそうです。
江戸時代には結城紬（茨城県・栃木県が主な生産地）、大島紬（鹿児島県が主な生産地）と並んで上田紬が日本三大紬のひとつに数えられました。

上田紬は手触りがよく、軽く丈夫で吸放湿性の高いことが特徴です。
また、縞と格子柄が特徴の上田紬は縦糸と横糸の重なりで様々な色や柄が生まれます。

小岩井紬工房さんで工房見学をさせていただき、上田紬についてお話を伺いました。
写真は小岩井紬工房さんで見学させていただいた際の写真です。	2022-11-13
	65	[image: 市民の交流の場　サントミューゼ]	市民の交流の場　サントミューゼ	上田市交流文化センター・上田市立美術館があるサントミューゼは平成26年10月2日に開館しました。
観客と奏者の一体感を演出する上田市交流文化センターの大ホールは、1530席の座席数があり、オーケストラやミュージカル、演劇など様々な芸術を鑑賞することができます。
上田市立美術館は市民アトリエ・ギャラリーや子どもアトリエなど子供から大人まで創作活動ができる空間が備えられています。

このように芸術といった観点から上田市民の交流の場となっているサントミューゼは「蚕都（さんと）」から名前がきています。
蚕糸業が盛んだった上田をサントミューゼという名前から感じることができます。	2022-11-13
	66	[image: キモノマルシェ　-まちなかキャンパス展示様子-]	キモノマルシェ　-まちなかキャンパス展示様子-	　こちらの写真は、海野町商店街で行われた「キモノマルシェ」の展示の様子です。

　日時：10月23日（日）10：00～16：00
　場所：まちなかキャンパス
　内容：1．和裁講座　ちくちく半衿付け
　　　　講師　きものニスト工房　清水寛美さん
　　　　2．信州の蚕都
　　　　企画展示　上田と小諸をピックアップ
　　　　3．海野町商店街今昔展示
　　　　4．ミニレクチャー
　　　　　・海野町商店街今昔　長野大学企業情報学部学生
　　　　　・上田（藤本蚕業）　長野大学　前川教授
　　　　　・小諸　きものニスト工房　清水寛美さん

多くの方に来場して頂きました。
ありがとうございました。





　
　	2022-11-08
	67	[image: 東御市から北アルプス遠望]	東御市から北アルプス遠望	東御市付近の浅間サンラインを上田方面に向かうと真正面に北アルプスが遠望できます。左手には蓼科山から美ヶ原にかけての山岳がパノラマのように展開しています。この日は山並みがうっすりと朦朧体のような淡いグラデがかった景観が目に飛び込んできました。

実に美しい。信州に暮らしていることの幸せを感じた一コマの記録です。	2022-11-06
	68	[image: 別所温泉]	別所温泉	別所線別所温泉駅の外にある看板です
雲ひとつないいい天気でした	2022-11-03
	69	[image: サントミューゼ]	サントミューゼ	サントミューゼのサントは「蚕都」のサント。
日頃コンサートや展示会が行われているサントミューゼ。
サントが蚕都だと知らない人が多いかもしれないですが、上田の人々から愛されている訳は自然と名前にあるのかもしれません。

場所  上田駅から徒歩7分
開館時間  9:00～17:00	2022-11-03
	70	[image: 繭の女神]	繭の女神	蚕都上田の残映によせる上田・小県地方の人々の心を現したのが、天に繭を捧げる女神の像です。
上田駅改装の際に故中村直人画伯から贈られ、正面の水飲み場の上に飾られていたが、後に駅改築に伴い倉庫にしまわれていました。
しかし、当時の活力を思い出すために再びかざられることとなりました。

場所  上田駅エントランス前	2022-11-03
	71	[image: みすゞ飴本舗]	みすゞ飴本舗	現在のみすゞ飴本舗は、上田駅から出荷される蚕の繭の一時集積用に建てられた繭蔵でした。蚕の業の衰えとともに次々と壊されていった繭蔵の中で、僅かに残った2棟を飯島商店が購入し、今は国指定登録有形文化財となっています。
みすゞ飴や、蚕の餌でもあった桑の木の実のジャムも販売されています。

場所  お城口から徒歩3分
営業時間  10:00～18:00	2022-11-03
	72	[image: 上田市のソウルフード「あんかけ焼きそば」]	上田市のソウルフード「あんかけ焼きそば」		2022-11-01
	73	[image: 豊上モンテリア]	豊上モンテリア	大学前駅から歩いて約10分のところにある豊上モンテリアに行きました。
私は抹茶とキャラメルを選びましたが、他にも多くの種類のアイスクリームがあり、自分の好きな味を選べます。ジェラートは日替わりで期間限定の味もありました。信州の自然酪農牧場の牛乳を使用していて、美味しかったです！	2022-11-01
	74	[image: 上田市のソウルフード「じまんやき」]	上田市のソウルフード「じまんやき」		2022-11-01
	75	[image: ご当地グルメ]	ご当地グルメ	上田市のご当地グルメ

・そば
・美味だれ焼き鳥
・あんかけ焼きそば
・つけば
・おやき
・地酒、ワイン

〈参考〉
「ご当地グルメ　上田市ホームページ」
https://www.city.ueda.nagano.jp/site/kankojoho/35802.html
2022年11月1日最終閲覧	2022-11-01
	76	[image: 信州上田なないろ農産物ブランドブック]	信州上田なないろ農産物ブランドブック	信州上田なないろ農産物とは
多様な標高と地質を有する上田市の気候風土が生み出す、高品質で多種多様な農産物を「信州上田なないろ農産物」と銘打ちブランド化を推進している。

信州上田なないろ農産物ブランドブックでは「赤・黄・緑・白・紫・茶・黒」の七色にわけ、その種類や特徴、生産者の声を紹介。
様々な場面に携わる方々の背景や想いを取り上げ、上田市の農業を支える人たちの様々なストーリーを伝えている。


〈参考〉
・「ウェブブック信州上田なないろ農産物ブランドブック」
https://www.city.ueda.nagano.jp/book/list/book5.html
2022年11月1日最終閲覧	2022-11-01
	77	[image: 上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～]	上田の農産物・特産品　～稲倉の棚田～	上田の特産品をインターネットで調べたところ、以下のような農産物・特産品があることがわかった。

・稲倉の棚田米
・特別栽培米・螢
・そばの花
・りんごの花→シナノスイート・シナノゴールド・秋映
・山口大根
・松茸
・上田産コシヒカリ
・ぶどう



今回は「稲倉の棚田」についてご紹介

[「稲倉の棚田」で触れる四季の美しさ、日本の原風景]
ダイナミックな眺望のコントラストが魅力・
1999年「日本の棚田百選」に認定。

[おいしいお米に最適な水・土・気候]
昔から岩清水地区と呼ばれ、生活水などの汚染がない清らかな湧き水が一番に流れてくる場所。
粘土質の土壌は水分を豊富に蓄え、おいしい米作りに最適。
日照時間の長さもポイントで収穫後の天日干しでおいしさをさらに引き出す。

[昔ながらの”はぜかけ”で育て	2022-11-01
	78	[image: 特産品・地域ブランドで地域活性化したい！]	特産品・地域ブランドで地域活性化したい！	大学在学中に商品開発をし、信州上田（東信地区）の魅力発信をしたいと考えている。
信州上田の食材、特産物を活かした商品をこれから調査・まだまだ知らない魅力の発掘をしたい。
上田のグルメ、特産品を活かしたメニューなども発見し投稿していきたい。	2022-11-01
	79	[image: 長福寺]	長福寺	生島足島神社に隣に建つ長福寺は平安時代の康保2年（965）創建で、創基は祐存上人と伝えられている。境内の一隅にある八角円堂は奈良、法隆寺の夢殿を模して、二分の一の縮尺で建てられた美しい御堂で、信州夢殿と呼ばれて親しまれている。
境内の中で一番目立っていたのはやはり八角円堂で普通の寺とは全く異なる印象を受けた。	2022-11-01
	80	[image: 上田探検　まちなか　信州アップルパイ研究所]	上田探検　まちなか　信州アップルパイ研究所	ここは信州アップルパイ研究所という店であり、信州上田のりんごのおいしさを広めるために活動しているアップルパイの研究所です。	2022-10-31
	81	[image: 上田城]	上田城	天正11年（1583）真田昌幸によって築城されました。
第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城と呼ばれています。
信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。	2022-10-31
	82	[image: 上田だけじゃない！蚕糸業で栄えた城下・松代]	上田だけじゃない！蚕糸業で栄えた城下・松代	　長野県松代町は、明治期に養蚕業が盛んに行われていました。横浜・上田と共に日本シルクロードとも言われていました。
　写真の旧横田家住宅は、国重要文化財に指定されており、和田(横田)英が生まれた場所でした。和田英は、１５歳のころから群馬の富岡製糸場で努力し、帰郷したのち、六工製糸場で指導、製糸業発展に尽力した人物です。和田英の著した『富岡日記』も有名な書物です。	2022-10-30
	83	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29実施]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29実施	藤本蚕業プロジェクトによる佐藤家住宅等見学会を実施しました。見学した建物は佐藤家住宅(三ツ引)[国登録有形文化財]、旧佐藤宗家の敷地跡、蚕室２棟です。14:00から16:00過ぎまでたっぷり約２時間、これらの建造物を調査された信州大学の梅干野先生、勝亦先生の解説をいただきながら見学をしました。

詳しくは別途説明します。	2022-10-30
	84	[image: 信州上田学2022④蚕都を未来に活かす(2)ポスト蚕糸業]	信州上田学2022④蚕都を未来に活かす(2)ポスト蚕糸業	▲講義資料PDF



長野大学2022年度講義「信州上田学」
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）


第４回は「蚕都を未来に活かす／ポスト蚕糸業」と題し、上田が隆盛した蚕糸業のその後の業種転換、蚕糸業に端を発する新たな産業の興隆といったところにフォーカスを当てました。	2022-10-28
	85	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像]	上田城　二の丸跡の歴史物⑤ 青年眞田幸村公之像	幸村の初陣とされる第一次上田合戦頃の、青年・真田幸村をイメージして造型されたもの。彼の眼が見据える先は徳川の大軍である。
 https://kojodan.jp/castle/60/photo/229664.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　青年時代の真田幸村を表した銅像。眞田神社すぐ横にある。後ろには、壮大な景色が広がっていてとても綺麗でした。この銅像の場面は幸村の初陣、徳川との戦いを表しています。なんとこの戦いの結果は幸村が勝利を収め、大名として独立を確定させた戦いです。こう言ったことから眞田神社のご利益が「勝負運」なのかと考察できました。	2022-10-27
	86	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物④ 眞田神社]	上田城　二の丸跡の歴史物④ 眞田神社	上田城本丸跡に鎮座する当社は、真田氏、仙石氏、松平氏という歴代の上田城主を御祭神としています。
 http://sanada-jinja.com/about/

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に鎮座する神社、行った時には人が多くいてお守りなどを買っているなどとても栄えていることがわかりました。歴史的に調べてみると、この神社は城主を御祭神として信仰する歴史があるそうです。ちなみにご利益は「勝負運」「学業成就」などです。	2022-10-27
	87	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石]	上田城　二の丸跡の歴史物③ 真田石	　大手の石垣に巨石を用いる例は多く、城主はその権威を示すために、大きさを競ったという。真田石は、真田信之が松代に移封を命じられた際に、父の形見として持っていこうとしたが、微動だにしなかったという伝承がある。現在ある石垣は仙石忠政が造ったものであるが、真田石に寄せる人々の敬愛の情がうかがえる伝承である。
https://kojodan.jp/castle/60/memo/1938.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。東虎口櫓門を抜けるとすぐ横に大きな石垣があり、説明看板のようなものが石垣の前に設置されていました。そして気になり調べてみると、なんと、石の大きさで権威を示すということを知りました。実際に見てみると本当に大きくて、真田の権威の大きさを実感することができました。	2022-10-27
	88	[image: 上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門]	上田城　二の丸跡の歴史物② 東虎口櫓門	天正11年（1583）真田昌幸によって築城された上田城は、第一次・第二次上田合戦で徳川軍を二度にわたり撃退した難攻不落の城。春は上田城千本桜まつり・秋には上田城紅葉まつりが行われ、現在は信州上田真田丸大河ドラマ館が併設しており、信州上田の主たる観光地として観光客でにぎわいます。
 https://nagano-ueda.gr.jp/uedajo/about.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。
　上田城跡に聳え立つ大きな門、この門はなんと、大河ドラマだけでなくサマーウォーズに出てくる門のモデルにもなってるそうです。徳川軍を二度も撃退したなんて、凄く頑丈なことがわかります。歴史的にも、見た目も話題性がとても高い歴史物だと感じました！！	2022-10-26
	89	[image: 上田城跡　二の丸跡の歴史物① 二の丸橋]	上田城跡　二の丸跡の歴史物① 二の丸橋	現在、市立博物館がある一角に上田監獄署ができたのは明治18年。城跡に残っていた石垣や土塁の上に更に高い塀を築き、周りを囲みました。現在の二の丸橋のところが正門となり、頑丈な門が石垣の間に作られました。そんな事情もあり、公園利用者のために二の丸橋の南側にもう一つ橋を設けていたようです。現在のけやき並木のところに鉄道（上田温泉電軌（き）北東線）を通すことになった昭和初年に、この橋は撤去されましたが、二の丸橋が二つあったというのは、現在では想像もできません。
https://www.city.ueda.nagano.jp/soshiki/shogaku/2024.html

10月21日15時頃にフィールドワークしました。上田城　二の丸跡の入り口には二の丸橋という橋があり、歴史を調べてみたら、二の丸橋が元々2つもあったなんて、驚きました。	2022-10-26
	90	[image: 佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)]	佐藤家住宅等見学会2022/10/29(藤本蚕業プロジェクト主催)	令和４年度長野県地域発元気づくり支援金事業「藤本蚕業資源活用事業」
佐藤家住宅・旧佐藤宗家/藤本蚕業歴史館見学会

蚕種の里とも呼ばれた上田市上塩尻に残る全国的にも希少な蚕種製造施設/蚕種製造民家を見学し、建物に触れながら建築上の特色や歴史的背景などを学び、地域づくりに活かしていきます。見学会の様子をデジタルアーカイブ化し、全国に向けても情報発信する機会とします。

【見学内容】佐藤家住宅(三ツ引)(2021年国登録有形文化財登録)、旧佐藤宗家(蚕室２
棟と邸宅跡)、藤本蚕業歴史館(旧藤本蚕業社屋)を見学。藤本蚕業歴史館展示室を事前開放。
【日時】2022 年 10 月 29 日(土) 14:00～16:00 雨天決行 （歴史館の事前見学 13:00～）
【場所】藤本蚕業歴史館に集合（長野県上田市上塩尻 248）駐車場あり
【主催】藤本蚕業プロジェ	2022-10-25
	91	[image: 安楽寺本殿]	安楽寺本殿	天長年間(824〜834)の創立と言われている。
曹洞宗の寺院
当時の国宝、重要文化財など、多くの鎌倉時代の文化遺産を貯蔵する、信州最古の貴重な禅寺となっている。
真田太平記では、真田幸村が別所温泉を訪れた際の常宿（隠れ宿）として、そして草のものの隠れ家として記されている。	2022-10-23
	92	[image: 「上田の蚕糸を知ろう」キモノマルシェ2022/10/23]	「上田の蚕糸を知ろう」キモノマルシェ2022/10/23	キモノマルシェ2022 in 信州上田
2022年10月23日(日)10:00～16:00
上田市海野町商店街で
主催：信州着物の似合うまちネット
https://kimononet.naganoblog.jp/

第１会場（まちなかキャンパス）では次の催しを行います。

■信州の蚕糸を知ろう
①企画展示　上田と小諸をピックアップ
②スライドショー　上田・小諸・海野町今昔
③ミニレクチャー　それぞれ15分
　　14:45 蚕の卵・シルク文化の源泉　前川道博(長野大学教授)
　　15:00 蚕都のその後・海野町の今昔　足立ミク(長野大学前川ゼミ学生)
　　15:15 小諸の風穴と蚕糸　清水寛美(きものニスト工房)
　［長野大学企業情報学部前川ゼミ学生］
■和裁講座　ちくちく半衿付け
　10時～14時頃　体験料500円（学生無料）
　長襦袢お持ちの方は付けられます。
　着物お悩	2022-10-22
	93	[image: キモノマルシェ2022 in 信州上田 10/23開催]	キモノマルシェ2022 in 信州上田 10/23開催	「キモノマルシェ」を３年ぶりに開催します！

2022年10月23日(日)10:00～16:00
上田市海野町商店街で
主催：信州着物の似合うまちネット
https://kimononet.naganoblog.jp/	2022-10-22
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長野大学2022年度講義「信州上田学」
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）



第３回は「蚕都を未来に活かす／世界を救った蚕種＆蚕種の現場」と題して上田の蚕糸業全般の中でも「蚕の卵(蚕種)」に対する視点の提供をねらいとして話題提供しました。上田を探ると見えてくるもの。その一つが蚕糸業の源泉「蚕の卵(蚕種)」です。世界を救った蚕種とは？　蚕種の現場は？　学生たちに対しては知識の押し売りではなく「信州上田学」で何を「探求するのか」、そのテーマ発見のヒントとなる話題提供をメインとしました。

《参考資料》
★蚕都上田マップ 1928年の上田市　蚕都上田プロジェクト制作
★	2022-10-21
	95	[image: 【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ]	【2022/11/3開催】「民間で始まる蚕糸業ものがたり」開催のお知らせ	　小諸市で蚕糸業について学ぶ「民間で始まる蚕糸業ものがたり」を開催します。

[第5弾移動企画シリーズ　民間で始まる蚕糸業ものがたり　【紺屋町ものがたり】　共催　紺屋町区公民館]
令和4年度小諸市市民活動促進事業　補助金活用事業
主催:特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト
後援:小諸市教育委員会/株式会社コミュニティテレビこもろ

[開催内容]
2022年11月3日(木曜日.祝日.文化の日)
13:00　受付開始
13:10-13:25　プロローグ コピーヌクラブ(バイオリンとピアノによる演奏)
13:30-15:00　講演会「蚕糸業とシルク利用の展望」講師:塚田　益裕氏(元　信州大学繊維学部　特任教授)
15:00-16:00　見学会　紺屋町歴史同好会のご案内　
蚕種蔵跡(大正6年3月設立)
平成30年度【小諸ふるさと遺産】山屋物産株式会社・勝俣浩司氏所有

[会場]
	2022-10-17
	96	[image: 信州上田学2022②地域キュレーションの進め方]	信州上田学2022②地域キュレーションの進め方	▲講義資料PDF

長野大学2022年度講義「信州上田学」
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）



信州上田で学ぶことが面白くなる地域学へのいざないです。その最良の学習方法として「地域キュレーション」をすすめています。

講義科目ではありますが、「講義」オンリーではありません。学生たちがそれぞれ探求したいテーマを設定し、教員はその学習支援を行う「キュレーション学習（主体的で探求的な学び）」の大学生版として主体的学習のプログラムを提供しました。学生が希望する授業形態や関心の方向は多様、それに応えられる授業形態としています。	2022-10-15
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2022年度後期長野大学講義
担当：前川道博（長野大学企業情報学部教授）



冒頭に「学長あいさつ」（中村英三学長）があります。

上田市の土屋陽一市長がシビックプライドを醸成したいとの思いで始まった地域学事業「信州上田学」を引き継ぎ、2021年度から長野大学が自走する講義科目として実施しています。2022年度は105名もの学生が受講しています。当初、市民にも開放する地域科目でしたが、コロナ禍の状況が重なり、インターネットを介して「オンデマンド」型の自由聴講の講座としても地域に開放をしていきます。

第１回は「信州上田学へのいざない」と題し、信州上田学では何を学ぶのか、どのように学ぶのか、なぜ上田で地域を学ぶのかを講義します。「上田に学び、上田メソッドをつくる」。講	2022-10-14
	98	[image: クリップファイル機能の要望]	クリップファイル機能の要望	信州上田デジタルマップに、クリップファイル機能が追加された。これは複数の画像を登録する事が可能であり、備考も付け加えられる優れた機能である。
私は、デジタルマップのUIの利便性について研究しており、扱いにくい個所などを指摘している。その中で言語化し辛い場合やスクショで説明したい場面が多々あるため、説明付きで画像を複数投稿できる機能は大変ありがたい。

使用例→http://www.d-commons.net/uedagaku?p=9987

同時に、不便な点も幾つか存在すると感じた。扱いにくいと感じた点や要望は以下の通りである。

1、記事作成の中でクリップファイルを作る事ができず、別途クリップファイル編集で登録する必要がある。

記事を書きながらクリップファイルの編集を行っても、メディクリップにリアルタイムで反映されない。
反映させる	2022-10-13
	99	[image: 上田の隠れ家的焼肉屋さん]	上田の隠れ家的焼肉屋さん	上田である焼肉屋さんのアルバイトをしてるのですがこの日の賄いは肉寿司でした^ ^	2022-10-13
	100	[image: 今年も長野大学で「信州上田学」が始まりました。]	今年も長野大学で「信州上田学」が始まりました。	今年も長野大学で「信州上田学」が始まりました。本日は第二回目です。「みんなでつくる信州上田デジタルマップ」にみんなで新規登録したところです。	2022-10-13
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